
第５回神経代謝病研究会

参加費

2,000円

【日時】７月１０日（土）
１２：２０～１８：００

開会の挨拶

プログラム

主催：神経代謝病研究会
聖マリアンナ医科大学小児科 大会長 聖マリアンナ医科大学小児科特任教授 山本 仁

共催：アミカスセラピューティクス株式会社 アレクシオンファーマ合同会社
ノバルティスファーマ株式会社 バイオジェン・ジャパン株式会社

お問い合わせ：聖マリアンナ医科大学小児科 TEL044-977-8111（代）（内線３３２２）担当：山岸

１．国内におけるMTHFR欠損症患者の早期診断 橘木浩平 自治医科大学とちぎ子供医療センター小児手術集中治療部

ＷＥＢ開催

参加申込フォーム
QRコード

ZOOMWEBINAR にて配信

１２：２０～１２：３０ 山本 仁 聖マリアンナ医科大学小児科 特任教授

１２：３０～１３：３０ 第１部 症例発表 座長 ： 小坂 仁 自治医科大学小児科教授

２．CLN ２症例 露木 悠 神奈川県立こども医療センター 神経内科

３．脊髄性筋萎縮症Ⅰ型の乳幼児３例に対するOnasemnogene Abeparvovecの使用経験

４．日齢8にヌシネルセン投与を開始し順調な運動発達をしえた症例 颯佐かおり 埼玉医科大学小児科

１３：３０～１４：３０ 第２部 シンポジウム 座長：新島新一 順天堂大学名誉教授

神経代謝病発見への新たなアプローチ

講演１．画像解析技術による代謝疾患の早期発見 瓜生英尚 MD Anderson

講演２．ビタミンB6依存性てんかんの臨床的特徴と生化学的所見 秋山倫之 岡山大学

講演３．脳波検査におけるhypsarrhythmiaの定量化 吉田 登 順天堂大学練馬病院

１４：３０～１５：００ 早期発見へのアプローチ 【共催：ノバルティスファーマ株式会社】
座長：中村公俊 熊本大学大学院生命科学研究部小児科教授

脊髄性筋萎縮症（SMA)の新生児スクリーニング 羽田 明 ちば県民保健予防財団

１５：００～１５：３０ ティータイムレクチャー【共催：アレクシオンファーマ株式会社】

右田王介 筑波大学大学院人間総合科学研究科小児科 准教授

１５：３０～１６：００

宮本雄策 川崎市立多摩病院・聖マリアンナ医科大学小児科准教授

第３部 新たな治療とリハビリ

座長：後藤知英 神奈川県立こども医療センター神経内科診療部長
１６：００～１６：３０

小児脳性麻痺に装着型サイボーグHALがもたらしうる新たな可能性
丸島愛樹 筑波大学医学医療系脳神経外科

共催講演 【共催：バイオジェン・ジャパン株式会社】

座長：右田王介

神経疾患のリハビリアプローチ 石川悠加 北海道医療センター 神経筋・成育センターセンター長

１６：３０～１７：３０ 第４部 BBBを超えて

１７：３０～ 閉会の挨拶 次回世話人

【共催：アミカスセラピューティクス株式会社】

シャペロン療法：過去・現在・未来 鈴木義之 東京都医学総合研究所

低ホスファターゼ症の診断と治療

＊オンデマンド配信あり

座長：大竹 明 埼玉医科大学小児科教授


